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年 頭 所 感

機は単なる移動用具ではなく、周りの空間ごと移動させるも
のに概念変化する。Apple の考えている自動運転車は窓を廃
止し車窓からはヴァーチャル空間を映し出すそうであるが、
車というよりも空間が自動的に移動するというものに概念が
変化する（https://youtu.be/2sElZ7yjOl4）。そうなると、どこ
に移動するかよりも、だれと移動するか、誰と一緒にいるかが
重要となる。親子、夫婦が一緒にいるところが住所であり家庭
と認識される。観光概念は希薄になり、家族や恋人と移動す
ることが 重 要となる。観 光より VFR（Visit Friends & 
Relatives）が注目される。AIと脳処理の解明の進展で、現実

Japan now観光情報協会 理事長　寺前  秀一

　2020 年から続くコロナ禍、三回目の新年を迎えるが、気持
ちを新たにして 22 世紀を予測した所感を述べてみる。2021
年は新語・流行語大賞に人流が選定され、受賞者として盾
を頂き、用語としての人流が認知された。人流の基礎は人口
にあり、人口予測はほぼ外れない。日本の少子高齢化も戦前
の予測通りであった。2022 年の地球人口は 80 億人、2100
年には 109 億人と予測され、ベストテンにはアフリカ勢が半
数をしめ日本は 7500 万人となる。国連の予測では、人口構
造も少子高齢化現象を反映して、世界中の人口構造が等質
化する。衛生管理の普及、食糧革命の恩恵に浴する結果でも
ある。
　地球温暖化は地軸や太陽活動の変化による影響が大きく、
百年程度では変化はないが、AI の進展は間違いなく起きる。
観光は「楽しみ」のための移動とされる。「楽しみ」とは脳中現
象であるから、AIと脳機能の解明の進展により、22世紀には
移動によらなくても効果が獲得できるようになる。80 年前の
1940 年を思い起こせば 22 世紀は想像を超える。中世以来
の旅の最大の障害はコミュニケーションであった。現在使わ
れているスマホ翻訳は、言語学の進展と相まって、22世紀に
は補聴器を超えるツールとして使われる。政治マターである
国境は予測が困難だが、パスポート等の個人証明は生態認
証にとってかわられる。貨幣は、分散処理に基づくブロックチ
ェーンを駆使したものに変化する。自動運転車や自動運転船
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の観光空間で得られ
る程度の「たのしみ」
は、仮想空間で十分に
得られる。今、メタバー
スが盛んに話題にさ
れ る 所 以 で あ る
（https ://youtu.be/ 
9wD6PYpA-oE）。
さらに、月や火星探索
には必須とされる3D
プリンター技術は、日
常生活にも応用され、
人の移動のみならず
モノの移動にも大き
な変化をもたらすので
ある。
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気象と天気の話

 　　　　　　　　　令和５年（2023）、コロナによる罹患者は減少せず、ウィズ・コロナ（コロナとの生活）を
余儀なくされる中、太平洋側は晴天のうちに明けた。テレビの画面で初日の出を見た。富士山と雲の上に出
る日の出。次には伊勢市の二見浦。さらに大分県佐伯市の豊後二見ヶ浦と。日本列島は南北に長いので、日
の出時刻は東京近辺では６：50。伊勢６：59、佐伯では 7：15。 ■１日には恒例の、「67回全日本実業団対
抗駅伝競走大会」が群馬県で行われ、HONDAが昨年に続き２年連続で優勝した。２日と３日には「箱根駅
伝」（第 99回 東京箱根間往復大学駅伝）が行われ、下馬評通り駒沢大学が優勝し、昨年行われた「第 34
回出雲全日本大学選抜駅伝競走」と、「第 54回全日本大学駅伝対校選手権大会」の優勝とあわせ、３冠を
達成した。■終息を見せないコロナ禍にも拘らず、昨年暮れには規制が無くなり、人出が回復しつつある。昨
年 12月の中旬、浅草雷門へ「どら焼」を買いに行った。この「K」なる店の「どら焼」は「日本一」を謳っており、
11時の開店前から行列ができる。■当協会の２代目、松尾理事長は酒を嗜まない方で、甘いお菓子に目が
なく、新橋 烏森口の北、交番の先にある「B」の「大福」がお好みであった。この店で木・金曜の両日に販売さ
れる「大福」の漉し餡は絶妙。所が、「K」の「どら焼」を食べた孫の一人が「私は「どら焼」は嫌いだけど、「K」
の「どら焼」は食べるよ。」とのたまった。別の孫も「B」の「大福」よりも「K」の「どら焼」の方が好いと言う。■10
時に地下鉄銀座線の浅草駅を降り、階段を上った。この日の行列は、数ヶ月前よりも少し長く、人出が多くなっ
たことを実感した。それよりも、雷門を取り囲む人、それも訪日客が多く、道路で客待ちする人力車も出払っ
ている。■行列の進み方が経験したことが無いほど遅い。韓国からの旅行者なのか、仕事を終わって帰国す
る方か、一人で「最中」を100 箇以上購入して行く。そのため、「どら焼」にするか「最中」にするかの選定、さ
らに箱詰めに時間がかかり、結局２時間ばかり待つことになった。評判の店は世界中に広まる時代になって
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　最も寒い時期の 1月後半から 4月ごろにかけては、例年
ですと北海道のオホーツク海側で流氷を見ることができま
す。流氷はシベリアの沿岸付近で氷が発生し、寒さが増す
とともに氷の面積が広がり、徐々に南へと進んできます。
最盛期には北海道の 10倍以上の大きさになる年もありま
す。オホーツク海は北半球では流氷が存在するもっとも南
の海域と言われています。オホーツク海が氷に覆われる光
景は、圧巻であり、氷を砕いて進む砕氷船のクルーズなど
は、一度は体験したいところです。そんな美しい光景を見
せる流氷ですが、別の一面も持ち合わせています。氷に覆
われた海面は太陽の光を反射し、海から蒸発する水が減り、
雲の発生が妨げられます。太陽の光を反射すると地面を温
めることができず、雲の発生が少ないと放射冷却がより強
まります。そのため、もともと厳しい寒さの冬の北海道は
さらに寒くなります。この現象は、オホーツク海に面して
いる地域だけでなく、札幌などがある道央や道南でも影
響を受けると言われています。現在気象庁では、流氷の観
測を「稚内」「網走」「釧路」で行っています。視界外の海域
から流れてきた流氷が、初めて見られた日の「流氷初日」や
流氷が接岸、または定着氷と接着して沿岸水路がなくなり、
船舶が航行できなくなった最初の日の「接岸初日」などの
発表を行っています。 統計の残っている 1946 年以降の記

像で流氷の様子を見ることができます。 図は２０２１年３月
３日の衛星画像ですが、オホーツク海が流氷に覆われてい
る様子が白くなって映っています。この日は日本付近は高
気圧に覆われたため、さえぎる雲がほとんどなく、海氷が
よく見えています。雲と流氷を見分けるコツとしては、動
きの違いです。雲は時間ごとの変化が大きいですが、流氷
は動きが遅いため、その場にとどまっているものは流氷と
判断できます。  昨年 12月２０日に気象庁から発表された今
年の１月から３月の季節予報によると北海道は、平年並み
の寒さとなる見込みです。たびたび強い寒気が南下するた
め、例年並みに流氷を見ることができそうです。見に行か
れる際は、日中でも氷点下の日も多く厳しい寒さとなりま
す。  防寒対策はしっかりとするようにしましょう。

録によると、近年は
流氷の見える期間
が減少傾向にあり
ます。北海道まで流
氷を見に行くのは
難しい方も、簡単に
見る方法はありま
す。気象衛星ひま
わりによる衛星画

冬北海道の冬の風物詩「流氷」



72

観光立国セミナー 第176 回 12月 ６日  会場：ＭＦＰＲ渋谷ビル4階

中村   逸郎
「ロシアの多様な文化を旅する」

筑波大学名誉教授

今年を「産業観光」の年に
JR東海顧問 須田   寬～年頭にあたって～

「 SDGｓ」と
「産業観光」の
結びつき ( 例示 )

⑧働きがいも経済成長も（ものづくりがその原点）
⑨産業と技術革新の基盤を作ろう (産業観光の人材育成効果を活かす )
⑪住み続けられるまちづくりを ( まちづくりは産業観光から )
⑫作る責任  つかう責任 ( 産業観光から体得できる )
⑬気候変動に具体的対策 (排ガス規制   自然エネルギー活用策を学ぶ )
⑭海の豊かさを守ろう
⑮陸の豊かさを守ろう 
⑰パートナーシップで目標を達成しょう ( 観光客と観光地住民の協働）

SUSTINABLE
DEVELOPMENT
GOALS から

新 年 挨 拶
国際世界観光機関駐日事務所代表　本保  芳明

U   N   W   T   O
「老いと死」その先にあるもの

小田急電鉄（株）特別社友

　私は昨年 3月に84歳になったが、昨年ほどつくづく「老い
と死」を実感したことはない。とにかく病に明け病に暮れる1
年であった。年初から体調不良が続き「過敏性腸症候群」と診
断された。２月にはコロナに罹り10日間の自宅療養をして
いるうちに持病の腰痛が悪化して足腰がすっかり弱ってしま
い、趣味のゴルフもままならない始末となってしまった。
　そうこうしているうちに以前からあった顔面のほくろから出
血するようになり皮膚がんの手術を受けた知人のアドヴァイ
スもあって専門医の診断をうけたところ、即座に「基底細胞
癌」と判定されてしまった。
　7月に２泊３日の入院手術をうけ退院したのだが、その前
後から胸やけと胃痛が始まり収まる気配がない。たまりかね
て胃カメラ検査を受けたところ腫瘍が見つかり、これは十中
八九胃がんに違いなかろうと覚悟した。ところが幸いにも胃

。たっだ断診ういと」炎道食性流逆「、くなはでんが
　胃がんでなかったのは良かったのだが、この「逆流性食道

炎」というのが難物で夜中に寝ていても苦しくて起きてしまう。
結局のところ軽快するのに4か月かかってしまった。この間
持病の腰痛が再発して外出もままならない有り様で年末を迎
える次第となった。
　思えば一昨年夏までは週に２回はゴルフを楽しむなど元

然突日るあはのもういと」い老「 、でうよの嘘がとこたっだ気
やってくるものだということを実感している。 こうなると次に
控えているのは「死」である。
　昨年は多くの友人知人の訃報に接したが、 平均寿命を超
えた身としては当然のことかもしれない。
　いま私が大きな関心を持っているのは「死」の先にある
のは何か、あるいは何もないのかということである。 霊魂と
いうのはあるのか、 死後の世界、いわゆる「あの世」という
のは存在するのか、 これは最大の謎であろう。 古今東西あ
らゆる宗教が説いているのは人間にとって「死」は終わりで
はないということであるが、 こればかりはいま生きている
我々には絶対に解決できない命題であろう。 いずれそれ

が味意なき大てっとに分自たまも」死「 、とう思とるかわが
あるというべきであろうか。

写真：Google マップ

利光  國夫

※注：（ ）内は筆者に
    よる補足説明、 〇 を
     SDGｓゴール番号

旅行ジャーナリスト　沓掛   博光

（地域の豊かさを観光でつくり又観光で味わう）
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ジョン万次郎

ジョセ彦 （浜田彦蔵）
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　「赤帽」とは駅に在勤して乗客の手回品を運搬（有料）する
構内営業者のことで現在は存在しない職種です。昔は長途の
鉄道旅行をする人々は多くの手回品（旅行に必要な身の回り
の品等）やそれを収納した大型トランクなどを持って乗車す
るのが普通でした。
　従って駅のながいホームを歩いたり階段のある大きい駅
では乗客の手回品を駅内で運ぶ（乗客に同行して）人が求め
られることが多かったのです（とくに老人子供連れの場合）。
しかも戦前は幹線の殆んどの列車には2等車（現グリーン
車）が連結されていましたがこれらの連結位置は編成の最前
または最後部（東海道線上りでは神戸寄りの最後尾）が多く
手回品の多い 2等客は乗降の際「赤帽」を利用するのが普
通でした。このため急行停車駅はほとんど全駅に赤帽がおり
東京駅では最盛時（昭和 10年代前期）数十人の「赤帽」が
在籍していました。常連客は特定の「赤帽」を指名しチップを
はずむ人も多かったと聞きます。従って「赤帽」いる駅かどう
かは当時の乗客にとって大きい関心事です。時刻表のこの
マークは携行荷物の大きさを決める際にも必要な重要な情報
だったのでした。
　戦時中の人手不足でほとんどの駅の「赤帽」が廃止された
時も船車連絡駅や特急停車駅クラスの駅の「赤帽」は残って
いたほどです。戦後も急行停車駅を中心に急速に復活しまし
た。しかし旅行慣行が変って大きい荷物を携行する人が減少
したこと、又経済高度成長の波を受けて単純労働の職場は再
び人手不足となり、就業者が減ったことそして赤帽にとって
致命的だったのはトランクなどにキャスターがついて重量感
なく持運びができるようになったことでした。
　さらに架橋、トンネルなどで四大島が直結され乗客の多い
船車連絡駅がなくなったことが「赤帽」絶滅の決定的要因と
なりました。明治 29年山陽鉄道の駅で始まった「赤帽」も昭
和時代と運命を共にするかたちで、平成期に入ると間もなく
急速な需要減で遂に一世紀にわたるその歴史を閉じました。
旅情緒がひとつ失われたと惜しむ声も各地にあったようです
が…

京都米原間時刻表 2

エッセイスト   近藤  節夫

　どこの国にも酒を止められないアルコール中毒患者はいるも
のだ。中でもロシア人の酒好きは度を超えている。この国では、
ワインやビールは酒の内に入らない。すべてウォッカが基準で
ある。ウォッカのアルコール度数は40度前後が一般的であるが、
中にはポーランド産のスピリタスという96度の、とても直に口
には入れられない途方もなく強いウォッカもある。
　夏は夜になると首都モスクワの街のあちこちにウォッカに酔い
つぶれた男どもが、無防備のまま屋根の軒下で眠りこけている
姿をしばしば目にする。シベリア地方の冬は極寒の寒さであるが、
それでも人家も見られない雪の中を千鳥足で歩いている男を見
かける。酒なしにはいられないロシア人は、体質的にアルコー
ル人間なのである。「シベリアでは400 ㎞は距離ではない。マ
イナス40度は寒さではない。ウォッカ４本は酒ではない」とい
う強いウォッカをアピールするジョークまである。
　労働者や街に溢れた失業者ばかりではなく、政治家やインテ
リ層の間でもウォッカは広く愛飲されている。ほとんどのロシア
人がウォッカに酔いしれ、過度の飲酒により家庭生活は崩壊し、
国民の健康が損なわれ、労働規律が乱れるマイナス面が度々

摘されてきた。結果的に旧ソ連時代末期は経済危機に陥った。
そこで政権の座に就いたロシア人にしては珍しく酒嫌いのゴル
バチョフ書記長は、病院や婦人団体から飲酒の害悪の訴えを受
け、直ちに節酒令を発した。禁酒令を出しては、ロシア人を狂
乱に陥らせると考え、それは避けたのである。だが、これによっ
て多くのロシア人の離婚件数が増加したというオチまでついた。
「ウン十年ぶりにシラフで女房の顔を見てショックを受けたロシ
ア人が多かった」からとの小噺まで流行したほどである。そうか
と思うと一部のウォッカ好きのロシア人は、こんな節酒令程度で
はへこたれなかった。こっそり密造ウォッカの製造を各地で始め
た。しかし、節酒令により酒を飲む機会が減って労働者がやる
気を失くし、経済活動が停滞した。旧ソ連崩壊とともに酒嫌いの
ゴルバチョフ政権も運命を共にしたとの皮肉まで言われた。そ
の座を受け継いだのが、ウォッカ大好き人間として知られたエ
ルツィンである。泥酔して橋から川へ落ちたエピソードまである
酒好きのエルツィンは、新生ロシア連邦初代大統領に就任して、
早速節酒令を廃止した。酒好きでなければ、大統領には適さな
いというロシアのお国柄は、多くの酔っ払いによって支えられて
いる。酔っ払い天国は、国の歴史もふらついてはいまいか。ウク
ライナ侵攻もウォッカのせいだろうか。

酔っ払い天国

、

、

時刻表にみる駅のサービスマーク③

JR 東海顧問 須田   寬」      「   」 帽赤 「
赤帽制服 帽子
昭和後期から平成 13 年まで東京
駅で赤帽を務めていた人の制服
所蔵館  江戸東京博物館
写真：東京都立博物館・美術館
　　　収蔵品検索サイトより

（注）　図は東海道線京都米原間の昭和 15 年当
時の時刻表です。急行停車駅でもない中間駅の「能
登川」に赤帽マークがついています。これは同駅
最寄に「近江商人」のふるさととして有名な五箇
荘町がありそこにある留守宅に帰省する裕福な人
のなかに乗降の都度、赤帽を利用する人が多かっ
たからだそうです。同駅の乗客のなかにはなじみ
の赤帽に事前に列車を連絡する等して指名してい
た人も多かった由です。

のとがわ

ごかの

しょう



満蒙・はなももの里
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半世紀以上も経った 2013 年 4月「満蒙開拓平和記念館」
（現・寺沢秀文館長）がようやく南信州・飯田市近郊の
阿智村に開館した。開拓団は長野県出身が１割強で最も
多いことなどから村が役場近くの用地を無償提供し
た。入館料や寄付などで運営する民間施設だ。満蒙開
拓経験者の証言を声と映像で伝え、開拓団の住まいを再
現し、開拓の様子や青年義勇軍、敗戦、逃避行などのスケッ
チや資料を展示する。来場者の感想掲示も心を打つ。ア
クセスは JR 飯田から路線バスで約30 分、阿智村の「こ
まんば」下車徒歩 10 分。東京・新宿から飯田まで 4時間
強の直通バスもあるが、ローカル鉄道のんびり旅で満蒙
の往時を偲びながら訪ねるのもお勧めだ。往路を JR 中央
本線、飯田線経由　

まれ、大正に実業家・
福沢桃介（諭吉の娘婿）がドイツから苗木 3 本を持ち帰った
との言い伝えもある。4 月中旬～ 5 月上旬に開花しサクラから
ハナモモへ長期間、約 5 千本の赤、白、ピンク3 色が咲き誇
る桃源郷だ。これまで環境省が全国で実施した「星空継続観
察」で最も星の観測に適した漆黒の夜空と認められ「日本一
星空がきれいな村」とも言う。「天空の楽園ナイトツアー」が
冬季も含み連日（一部期間を除く）開かれ、街の光が届かな
い「ヘブンスそのはら」の高原にゴンドラで登ると無数の星々
が手に取るように天空いっぱい光り輝く。晴天率は約 60％。
雨天曇天で星空が見えない日はガイドによる星の話やスクリー
ン映写などで学びの時間を過ごす。ここから岐阜県境の富士
見台高原は起伏なだらかなウォーキングに適したコースで標高
1739m の頂上は 360 度の眺望が開ける。森林セラピーロー
ドなども整備され、晩秋は早朝に南アルプスを背景に美しい
雲海が広がる。山麓の「はなももの里」美しい月 ( げっ) 川 ( せ
ん )と、朝市で毎日賑わう昼 ( ひる ) 神 ( がみ ) は比較的新し
い温泉地だが湯量豊かで家族連れも多いくつろぎの里だ。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　写真・文　林　莊祐

　

　

　満蒙――北海道より北にある厳寒の中国北東部に、かつ
て 13年間だけ存在した幻の国・満州と、内蒙古の一帯を
指すこの地へ、入植者として満蒙開拓団が日本全国から送
り込まれた。1931 年の満州事変後、貧困に苦しむ農民の救
済などを名目に国策で食糧増産と北方警備などの役目を
担わされた。総勢 27万人とも 32万人とも言われ、45年
8月 9日突然のソ連軍侵攻で広野を逃げ惑い、日本軍に置
き去りにされ逃避行は悲惨を極めた。敗戦時に旧満州にい
た日本人約 155 万人のうち死者約 20万人の 4割は開拓
団員だったという。
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　マチュピチュの旅は、古都クスコに始まりクスコに終わる。
15世紀のインカ帝国の遺跡である世界複合遺産マチュピ
チュは、1911 年に発見されるまで廃墟だった。現在マチュピ
チュへの玄関口は、世界文化遺産のクスコである。海抜 150
ｍの首都リマから一足飛びに空路到着したクスコは3,400ｍ
の高地にあり、やや空気が薄くホテルには、酸素吸入器が備
えられている。このクスコはかつてインカ帝国の首都だった。
今日も魅力的な史跡の街として
外国から多くの観光客が訪れる。
インカ時代には国のあらゆる儀
式が行われ、街の中心・アルマス
広場は地方への起点ともなっ
ていた。郊外へ足を延ばせばア
ルパカの姿も見られる。 広場へ
向かう道路の左右に大きな石
を積んだ壁は、インカ皇帝の宮
殿跡で精緻で重厚な石組みが
今日では宗教美術博物館の礎
石になっており、インカ文明の歴史の重みを感じさせてくれる。
　このクスコからペルーレイルに乗車して、３時間で海抜
2,280ｍのマチュピチュ駅まで来ると、つい登ってきたような
錯覚に陥るが、意外にもクスコから列車はマチュピチュへ向
けて 1000ｍ以上も下って来たのである。ここは温泉の出る
ことでも知られるが、ここマチュピチュ村の初代村長は、何
と福島県出身の日本人野内与吉だった。途中車窓から眺め
る牧歌的な景色は、物売りに立ち寄る民族衣装をまとった
女たちの立ち居振る舞いとともに興味を惹かれる。　

日本列島は大地と大気の交差点

長野県阿智村にある民営「満蒙開拓平和記念館」

阿智村月川温泉・はなももの里　　　　　　　　    　　　　　昼神温泉のハナモモ

雪渓が残る中央アルプス国定
公園の富士見台高原頂上付近

高原ゴンドラ付近の「水芭蕉の小径」

写真はいずれも 2022 年 4月 19 ～ 21日写す

で飯田まで5時間
強、復路は飯田線
から豊橋経由の東
海道新幹線にして
東京まで4時間強
かかる。

山間深い阿智村は自
然豊かな環境で「花桃
と星空といで湯の郷」
とうたう人気の観光地
だ。ハナモモは観賞用
に品種改良された桃
の花で江戸時代に生　満 蒙 開 拓 の 歴

史を風化させず「戦
争に導かれた道
筋を学び、平和な
社会とは何か」、後
世に伝える拠点施
設が求められてい
た。財政難もあり

まんもう

かんばら

あ　ち

機上から見下ろすクスコの街

マチュピチュ

と福島県出身の日本人野内与吉だった。途中車窓から眺め
る牧歌的な景色は、物売りに立ち寄る民族衣装をまとった
女たちの立ち居振る舞いとともに興味を惹かれる。
　マチュピチュ駅からバスでつづら折りを上り切った地点か
らしばらく歩くと、「最も訪れてみたい世界遺産」として人気
のマチュピチュの幻想的な遺跡が忽然と目の前に現れる。

　山中の断崖のような高地にどうしてこのような要塞都市が
建設されたのか、アンデス文明が独自の文字を持たなかっ
たため今も謎である。明らかに高度な文明により繁栄したマ
チュピチュでインカの人々が、僅か 80年ほどしか生活せず
放置して、奥地へ移り住んだことももう一つの謎とされてい
　帰りの駅までのバスの旅がこれまた無邪気に楽しい。バス
　

は樹木の間を通り抜け、急坂を蛇行して下る。カーブでスピー
ドを落とす都度物売り少年が外からバスの乗客に声をかけ
る。よく見るとさっき物売りしていた少年ではないか。バス
は13のヘアピンカーブをジグザグで下るが、物売り少年ら
はバスが通り去るや否や真っすぐ走って下り、先にバスを待
ち受けているのだ。これを何度もやっているので、乗客とも
すっかり顔なじみとなり、挙句には少年たちからお土産品を
買わされる羽目になる。

インカの遺跡マチュピチュとクスコ

 アルマス広場と 
集落を結ぶ窮屈な路地

 マチュピチュへの途中駅  駅でへたり込む物売りのおばちゃん

正に「空中都市」の面目
躍如である。遺跡は神殿と
住民の居住区に分かれて、
その下の斜面には段々畑
の棚田の跡が整然と残され
ている。石で積まれた建造
物は、一分の隙もなくその
精密さは、数百年が経っ
た今日でも当時の精密な
技術を偲ばせてくれる。上
空をコンドルのつがいが飛
び去ることもあり、大きな
ロマンを感じさせてくれる。

クスコ郊外のインカ宮殿跡


